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1. はじめに 

タイ国首都圏における水利用システムは河川表層

水から河川水を取水し，浄水場で処理し使用してい

る．しかし，乾期では，海水の塩分濃度が取水場付近

まで遡上している1)．上記に加え，同国では，2019年

以降，旱魃に見舞われており，河川水位の低下による

河川水質の悪化が懸念されている． 

以上を鑑み，本研究では2016年8月～2021年9月ま

での河川水位，流量，水質，降雨量のデータを用いて，

洪水年と旱魃年における塩水遡上の実態を明らかに

した． 

2. 解析領域と使用データ 

図-1はChao Phraya川流域と水文・水質観測地点で

ある．Chao Phraya川流域はタイ北部から中央平原に

またがる，同国最大の面積 (157,925km2)を持つ流域

である．北部の上流域は山岳地帯，中流域は氾濫原，

下流域はデルタという構造をしており，Chao Phraya

デルタは極めて平坦で，その勾配は約1/50000である．

Chao Phrayaデルタの扇頂部に位置するChao Phraya 

Damは地形的に低平なChao Phrayaデルタへの灌漑

用水と下流の塩水遡上のマネジメントを行う上で非

常に重要な役割を果たしている． 

本研究対象領域は，Chao Phraya Dam (河口から2

78.4 km)から下流のChao Phraya川である (図-1)．A

yutthayaにおいて，左支川のPasak川がChao Phraya川

に流入するが，塩水遡上マネジメントにおいては大

きな流量ではないため，Chao Phraya川本川の水位，

水質データを基に議論を進める． 

本研究で使用した水文・水質データは塩分濃度，溶

存酸素，河川水位，ダム放流量，降水量である．塩分

濃度，溶存酸素はMetropolitan Waterworks Authority 

(MWA)2)，ダム放流量はRoyal Irrigation Department 

(RID)3)，そして，降水量はThai Meteorological Depar

tment (TMD)4)がそれぞれ1時間ごとに観測している．

本研究ではこれらのデータをweb上からダウンロー

ドし，使用した． 

3. 解析結果 

図-2は2016年8月～2021年9月にわたる(a)Bangnaに

おける日降水量，(b)Chao Phrayaダムの放流量，Cha

o Phraya川の河川水位，(c)塩分濃度の河川縦断濃淡

図，(d)溶存酸素の河川縦断濃淡図の時系列変化であ

る．図-2(c)にはタイ国における水道原水の塩分濃度

の水質基準である0.5 g/Lを黄色の線で併記し，タイ

国首都圏で運用されている取水場の位置を黒の点線

で追記した． 

降水量に着目すると，Chao Phraya川下流域はアジ

アモンスーンの影響を受け，雨期 (5～10月)と乾期 

(11～4月)が明瞭に分かれている．雨期の期間では，
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図-1 Chao Phraya川流域と河川水位，水質，降
水量の観測地点 
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激しいスコールに見舞われ，100 mmを超える降水量

を観測することがある一方，乾期では，数カ月間にわ

たり無降雨日が続くことがある．そのため，Chao P

hrayaダムでは，灌漑用水へのマネジメントを行うた

めに，雨期は自然放流，乾期は主に70 m3/sの一定放

流という季節によって特徴的な放流操作をしている．

その結果，Chao Phraya川下流域の河川水位は，乾期

は変動が少なく，雨期の始まりに上昇し，雨期の終わ

りに減少する季節変化がある． 

流量の季節変化に応じて，塩分濃度，溶存酸素も同

様に季節変化が明らかになった．塩分濃度は流量が

増加する雨期に減少し，流量が減少する乾期は，上昇

する結果が得られた．溶存酸素は河口から100 kmよ

り上流域のChao Phraya川において，概ね4 mg/L以上

の高い値を保ち，飽和状態であることが明らかにな

った．一方，河口から100 kmより下流域のChao Phr

aya川は乾期において，貧酸素状態であることが明ら

かになった．これは，上流からの放流量が減少した結

果，タイ湾から貧酸素の塩水が遡上したことが要因

であると考えられる．これらの結果より，塩水遡上の

マネジメントを行う上でChao Phraya Damの放流量

は量，期間共に重要であることがわかる． 

タイ国では 2019 年以降，少雨傾向が続いている．

特に 2019年 5月～2020年 4月の年間降水量は 968.4 

mm であり，年間降水量 (約 1200 mm)と比較すると

極端に少ない．本研究では全てのデータが揃ってい

る期間で最大の年間降水量を観測した 2017年 5月～

2018 年 4月を洪水年，最小の年間降水量を観測した

2019年 5月～2020年 4月を旱魃年とし，両者の年で

塩水遡上距離，塩分濃度を比較した (図-2(c),(d))．塩

分濃度の水質基準を超えない距離は洪水年が河口か

ら 60 km，旱魃年が河口から 110 kmであることが明

らかになった．特に，旱魃年においては，雨期に関し

ても河口から 60 km 地点まで高濃度の塩分濃度が観

測された．また，乾期に関しては河口から 30 km 地

点までタイ湾と同程度の塩分濃度が観測された．こ

の要因は，雨期が短期化し，雨期の河川流量が減少し

たことが要因であると考えられる．また，乾期におい

ても少雨量の降雨が降ることにより，塩水遡上は抑

えることが出来ていたが，近年，旱魃により乾期の降

水量が減少した結果，塩水遡上距離が増加し，取水場

付近まで遡上したと考えられる． 

4. まとめ 

本研究では，タイ行政が観測する水文・水質データ

を用いて，Chao Phraya 川下流域における洪水年と旱

魃年による塩水遡上の実態を明らかにした．その結

果，Chao Phraya 川下流域における塩水遡上距離は洪

水年が河口から 60 km であり，旱魃年では，河口か

ら 110 kmまで塩水が遡上しており，取水場付近まで

遡上していることが明らかになった．特に旱魃年は，

乾期において，河口から 30 km までタイ湾と同程度

の塩分濃度であることが明らかになった． 
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図-2 2016 年 8 月～2021 年 9 月にわたる
(a)Bangna における日降水量，(b)Chao 
Phrayaダムの放流量，Chao Phraya川デル
タの河川水位，(c)塩分濃度の河川縦断濃
淡図，(d)溶存酸素の河川縦断濃淡図の時
系列変化 
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